
令和元年度 公益財団法人 JKA 補助事業  

「公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業」による 

機器導入の自己評価結果 

 

■導入機器名： 光造形システム 

 

■導入機器の概要： 紫外線等で硬化する光硬化性樹脂を材料として、3D データを基

に、短時間で立体形状を造形する機器 

 

■導入機器の活用： ものづくり企業から、製品開発過程における製品本体や部品の試

作、形状検証などの相談、依頼が多く寄せられるほか、食品メー

カーからも製品成形のための型の試作依頼などが寄せられてい

る。本機器の導入で新製品の開発期間の短縮や短納期化が実現さ

れることにより、道内機械産業の発展に寄与できる。 

 

 



■導入機器の周知・活用 

 (1)当財団のメールマガジンや北海道立工業技術センターの HP にて、機器導入を周知

した 

 
北海道立工業技術センターでの HP での機器紹介 

 

(2)函館地域産業振興財団 HITEC ニュースでの導入周知 

①HITEC ニュース（R 元年 12 月号） 

 

  



②HITEC ニュース（R2 年 3 月号） 

 
 

(3)北海道立工業技術センター業務報告（令和元年度、1,500 部発行）での導入周知 

 

 

 



 

 
 

 

(４)技術セミナーによる技術普及 

 北海道立工業技術センターの産業技術研修セミナーを開催して、導入機器の技術説

明や活用方法の説明を行った。 

 
R2 年 1 月 17 日 北海道立工業技術センター・研修室及び造形試作室で開催 

 

 

 

 

 

 

 



■補助事業の自己評価結果 

 本事業による導入機器は、高速かつ高精度な立体造形が可能であり、材料も非劇物

指定の樹脂を使用することができるため、地域企業の求める試作水準を満たすことが

可能になった。また、高精度且つ効率的な試作を実現することで、地域企業の製品開

発工数の削減や製品の高付加価値化等にも寄与できる。 

 北海道立工業技術センターの研究開発業務を効率的に実施するために重要な機器を

行う事が出来、地域産業の振興と、それに伴う経済活性化への貢献が可能となった。 

 

【総合評価点】4 

（参考）2019 年度 JKA 補助事業「自己評価スコアリングガイド」 

 5 全体として極めて高いレベルの事業であった。 

4 全体として比較的高いレベルの事業であった。 

3 一部に不十分な水準の内容があり、今後の課題となるが、全体とし

てはほぼ問題のないレベルの事業であった。 

2 全体として不十分なレベルの事業であり、いくつもの課題が残っ

た。 

1 全体として極めて不十分なレベルの事業であり、根本的な見直しが

必要である。 

 

 

 

 

 

 


